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	医療法人勝又 高台病院 広報誌
	ふれあい通信 10月号
	Vol.37　発行：地域医療連携室
	暑さも少しずつ和らぎ、秋の訪れを感じる季節となりました。
	過ごしやすい季節だからこそ、日々の小さな楽しみを大切にしながら、皆さまに
	穏やかにお過ごしいただけるよう、職員一同努めてまいります。
	患者さまの毎日を支える、新しいベッドが加わりました
	より安全で快適な療養生活を
	ストレッチャーに寝たまま入浴できるミスト浴を導入しました
	日本語教室「学びの扉」
	高台病院では海外人材の方々に日本語教室を開催しております。日本語の文字・語彙・文章読解などを学びながら介護福祉士の資格を取るための勉強を行っています。
	今回、海外人材の3人の方々が日本語能力試験N2レベルに合格しました。N2レベルは漢字1000字、語彙6000ほど理解ができています。
	彼女たちの喜びの声を聞いてください。
	　　　　　　　　　　　統括看護部長　平塚 世津子

	日本語能力試験N2レベル合格者からのコメント



	祝N2
	合格！
	皆さんとコミュニケーションが上手におこなえるように、N2の日本語レベルの勉強をかんばってしました。色々と大変でしたが合格しました。
	ロフィアさん

	患者様と色々なことが話せるように、仕事のことが理解できるようなりたいです。今回、日本語を勉強してN2の試験に合格できました。
	シンタさん

	介護するにはコミュニケーションがだいじです。日本語がわからないとコミュニケーションがとれません。今まで日本語をかんばってべんきょうしてN2のしけんをうけて、おかげさまで合格できました。
	ユリさん
	※コメントは、ご本人からいただいた原文をそのまま掲載しています。




	感染症予防へのご協力のお願い
	インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染症から、患者さまを守るため、皆さまのご協力をお願いいたします。
	ご来院・ご面会の際は、不織布マスクの着用と手指消毒をお願いいたします。
	また、発熱・咳・嘔吐などの症状がある場合は、ご来院・ご面会をお控えください。
	感染症の流行状況により、面会を制限させていただく場合があります。
	患者さまが安心して過ごせるよう、ご理解とご協力をお願いいたします。


